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◆昭和57年の大和川大水害を契機に、大和川流域を洪水被害から守るため、県と市町村で流出抑制に取り組むこと

に合意し、昭和60年7月に「流域整備計画(p.2参照)」を策定

◆令和3年12月に特定都市河川の指定を受け、令和４年5月に「大和川流域水害対策計画」を策定し、目標対策量を雨

水貯留浸透施設で68.29万m3、水田貯留を含むため池の治水利用で183.2万m3とした。
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大和川流域水害対策計画における
雨水貯留浸透施設の整備及びため池の治水利用による目標対策量
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合計181.9万㎥

葛城市
王寺町

◆流域整備計画では、奈良県と市町村をあわせて約180万㎥の貯留対策に取り組むことになっている。（最小必要量）

大和川流域総合治水対策の「流域整備計画」で定められた対策量

２



◆ 令和5年3月末時点で、最小必要量の98%を達成

◆ 県は126%を達成、市町村は78％の達成にとどまっているものの、近年、市町村の対策率も伸びている

流域対策（ため池治水利用＋雨水貯留浸透施設＋水田貯留）の進捗状況
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最小必要量
1,819,000m3

市町村最小必要量
1,069,000m3

奈良県最小必要量
750,000m3

奈良県分担

市町村分担

S57洪水
柏原流量
：約2,500m3/s

H11洪水
柏原流量
：約1,700m3/s

H19洪水
柏原流量
：約1,600m3/s

H25洪水
柏原流量
：約2,000m3/s

H26洪水
柏原流量
：約1,700m3/s

837,1６０(m3)

947,893(m3)

※ 水田貯留による対策量を含む
３

大和川流域総合治水対策の「流域整備計画」で定められた対策量の進捗状況



奈良市 325,110 110,594 34.0 110,594 34.0 検討中 検討中 予定なし

大和高田市 22,090 27,812 125.9 27,812 125.9 予定なし 実施中 予定なし

大和郡山市 77,110 60,642 78.6 60,642 78.6 実施中 検討中 実施中

天理市 69,220 46,575 67.3 46,575 67.3 実施中 予定なし 予定なし

橿原市 46,970 54,294 115.6 54,294 115.6 予定なし 予定なし 予定なし

桜井市 35,440 16,444 46.4 16,444 46.4 予定なし 検討中 予定なし

御所市 52,960 29,730 56.1 32,810 62.0 3,080 5.8 検討予定 検討予定 予定なし

生駒市 68,110 30,170 44.3 75,170 110.4 45,000 66.1 実施中 実施中 予定なし

香芝市 58,010 38,607 66.6 38,607 66.6 検討予定 予定なし 予定なし

葛城市 41,890 50,289 120.1 50,289 120.1 実施中 予定なし 予定なし

平群町 22,050 39,223 177.9 41,021 186.0 1,798 8.2 予定なし 検討予定 予定なし

三郷町 26,880 46,396 172.6 46,396 172.6 予定なし 実施中 予定なし

斑鳩町 31,330 27,689 88.4 27,689 88.4 予定なし 実施中 予定なし

安堵町 9,940 37,076 373.0 37,076 373.0 検討予定 予定なし 検討予定

川西町 7,510 8,458 112.6 8,458 112.6 検討予定 予定なし 予定なし

三宅町 3,270 7,520 230.0 7,520 230.0 実施中 検討予定 予定なし

田原本町 32,140 40,810 127.0 40,810 127.0 実施中 実施中 検討予定

高取町 19,980 13,956 69.8 15,216 76.2 1,260 6.3 予定なし 予定なし 予定なし

明日香村 16,440 16,423 99.9 16,423 99.9 検討中 予定なし 予定なし

上牧町 22,950 11,450 49.9 11,450 49.9 実施中 予定なし 予定なし

王寺町 22,950 23,814 103.8 23,814 103.8 予定なし 検討中 予定なし

広陵町 34,300 14,378 41.9 16,440 47.9 2,062 6.0 予定なし 実施中 実施中

河合町 20,850 25,610 122.8 25,610 122.8 予定なし 実施中 検討予定

大淀町 1,500 6,000 400.0 6,000 400.0 予定なし 予定なし 予定なし

小計 1,069,000 783,960 73.3 837,160 78.3 53,200 5.0

奈良県 750,000 947,893 126.4 947,893 126.4 予定なし 予定なし 予定なし

合計 1,819,000 1,731,853 95.2 1,785,053 98.1
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◆ 御所市、生駒市、平群町、高取町、広陵町が新たに「ため池治水」などの「貯める対策」を実施

◆ その結果、市町村全体の対策率は昨年度と比べて７３％から７８％に増加

◆ 一方、対策率が伸び悩む市町もあり、浸水被害の軽減に向けて引き続き貯める対策の推進が必要

対策率：0％以上25％未満 対策率：25％以上50％未満

対策率：50％以上100％未満 対策率：100％以上

凡例（ため池＋雨水貯留＋水田）
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対策率：50％以上100％未満 対策率：100％以上

４

実施中
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工事中または設計中
（関係者と概ね合意済み）

具体的な候補地が決まり、関係者と調整中または
近々、調整を行う予定のもの

具体的な候補地は決まっていないが、今後、検討
を行っていく予定のもの

当面、検討の予定がないもの

直近一年の進捗状況（前回報告時からの進捗率）

凡例（取組状況）

（対策率100％を超えている場合)

奈良県ＨＰ公開予定


